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著名一般歯科臨床医および矯正歯科医の咬合論から，
明日の臨床咬合のヒントを探る
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　2015年12月に初刊行し，好評を得た
『咬合 YEARBOOK』の第２弾．今回は「咬
合と矯正歯科治療」をテーマとした３章構
成．１章の総論では，「矯正歯科治療と咬合
Q&A」と題し，矯正歯科に関する文献群か
ら，その咬合に対する種々の考え方を整理．
さらに「顎関節症との関連から矯正歯科治療
と咬合について考える」と題して，矯正歯科
治療による顎関節症の治療や予防について
考察している．
　２，３章では，矯正歯科医（２章）と一般
歯科臨床医（３章）が各自の咬合論，咬合と
矯正歯科治療との関係性，治療連携上の要
点を論述し，そのゴールを症例報告．
　本別冊により，矯正歯科治療における咬
合の共通項が浮かび上がり，明日の臨床の
ヒントになることが期待される．
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ザ・クインテッセンス別冊
咬合YEARBOOK 2018/2019

$0/5&/54
１章 総論
矯正歯科治療と咬合Q&A
達成すべき適正な咬合は存在するのか？　それが長期に安定
するといえるのか？
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重度の顎関節症症例への矯正および補綴治療の１症例
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MRI を用いた機能的安定位における咬合再構成
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「下顎位の安定を図る」
―咬合治療におけるその重要性―
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矯正歯科治療がめざす咬合にヒントとなる8020達
成者の咬合の観察より
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矯正歯科における咬合
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顎関節症との関連から矯正歯科治療と咬合について
考える
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２章 矯正歯科医の視点からの咬合論 ３章 一般歯科臨床医の視点からの咬合論

変化に寛容な矯正治療の咬合と厳格な補綴治療の咬
合の調和を目指して
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顆頭位を考慮する矯正歯科治療から咬合再構成を考
える
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咬合再構成に包括歯科治療を融合させた咬合論
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包括的治療を必要とする難症例へのアプローチ
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矯正歯科治療とのインターディシプリナリー
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